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これからの予定

参考図書と実習の説明

↓

JapanKnowledge Libで、課題5~7を解答！

↓

課題の提出方法について説明

20

分

45

分

16:05
になったら



参考図書（レファレンスブック）

事典、便覧、白書、地図、法規集、年鑑、
統計、年表、図鑑、各種データベース….

＜一般図書との違い＞

通読する必要性がない

参考図書の購買層は図書館が中心
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より専門的、詳細
→研究分野が
特定できている時に便利

より概説的、簡潔
→研究分野が
漠然としている時に便利

事典類の関係

百科事典

専門事典
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事典類を引くときのポイント❶

まずは、索引をチェック✓
→巻末(複数巻の場合は最終巻末)や索引のみの別巻を確認

■索引とは…

ある書物の中の語句や事項などを、容易に探し出せるよ
うに抽出して一定の順序に配列し、その所在を示した表。
インデックス。
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「日本大百科全書」第二版
（東京、小学館、1994年-

1997年）

25巻(p.715)

• 調べたい項目が掲載されているか
確認できる

• 関連する項目が載っている場合が
ある



項目欄では、執筆者・参考文献 をチェック✓

執筆者 ：その項目について詳しい研究者

参考文献 ：その項目に関する基礎文献

調べを進めるための第一歩！
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事典類を引くときのポイント❷
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「日本大百科全書」第二版
（東京、小学館、

1994-1997年）

参考
文献

執筆者



JapanKnowledge
 70以上の辞事典、叢書、雑誌が検索できる国内最大級の
辞書・事典データベース

 主な収録コンテンツ
 百科事典 ・・・ 日本大百科全書（ニッポニカ）

 日本語・・・日本国語大辞典、字通、デジタル大辞泉

 歴史・・・国史大辞典

 英語・・・ランダムハウス英和大辞典、理化学英和辞典

 用語・・・現代用語の基礎知識、法律用語辞典、イミダス、会社四季報

 自然科学・・・旺文社物理事典、旺文社化学事典、旺文社生物事典、

岩波生物学辞典

 統計・・・日本統計年鑑、日本長期統計総覧

 記事・・・週刊エコノミスト（過去一年分）

上記以外にも多数のコンテンツを収録
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JapanKnowledge の特徴

多種多様なコンテンツを収録

複数コンテンツの横断検索

日本大百科全書などの

収録内容の情報更新
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JapanKnowledgeへのアクセス
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Zoomを見ながらブラウザを操作するので

1. プラグインをインストールしているブラウザ
（ か ）を起動

2. ディスプレイ上でZoomとブラウザが並ぶようにする

Zoom ブラウザ



プラグインを起動
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JapanKnowledgeを利⽤する前に、
ブラウザ右上の
プラグインアイコン を左クリック

1



12

認証画面が別タブで開きます。

ユーザーIDの種類でECS-ID／SPS-IDを選んで

選択枠の下にあるloginボタンをクリック

２
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京都大学の認証画面が出たら、ECS-IDとパスワードを入力します

1

2
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同意します(agree)
をクリック
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1

2
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3

4
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利用が終了したら必ず「Libログアウト」
をクリック。

※通常、同時接続数4のため
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本日の演習

前回の宿題と本日の課題用紙
を用意します

課
題

宿
題
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①授業タブの中から、
「 [2020前期火４]大学図書館の活用と情報探索」をクリック

②左側のメニューバーから「授業資料」をクリックし、
「6月2日講義資料（須田） 」のフォルダを選択

前回宿題を提出していない方

はダウンロード

本日の課題をダウンロード



提出期限

宿題（課題1～課題4）
課題5～7を解答するために使用して、前回提出していない、また

はテーマを変更した場合に限り

授業後6/9 12:00までにPandAに提出

実習用紙（課題5～課題7）はメモとして使用

メモした解答を授業後6/9 12:00までに

Webフォームで提出
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本日の演習

2.調査テーマについて参考図書を引き、基本文献を探す

課題3のキーワード等を参考にしてJapanKnowledgeで複数の参考図書
（百科事典・専門事典等）を検索し、一致する、あるいは関連する項
目が掲載されているかを確認する。

解答の途中で行き詰った場合、テーマを変更してもよい。
（前回出席していない場合は、今テーマを決めてください）

確認する参考図書は、必ずどちらか一方は項目中に項目の執筆者が書
かれているものを選ぶこと。参考文献が掲載されていればなお良い。

課題5 調査した参考図書を2つ挙げなさい。

課題6 課題５で調べた参考図書のうち、どちらか（参考文献が
記載されていれば参考文献が豊富な方）を選択し、①～②の番号、項
目、欧文表記、項目の執筆者名(複数回答可) を記入しなさい。
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検索例：基本検索
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検索対象

見出し：辞書の見出しや記事のタイトル

全文：辞書や記事の本文すべて

検索例
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検索例：キーワード「発光ダイオード」の場合

発光ダイオード で検索

絞り込み機能

分野名やコンテンツ名の右に検索でヒットした検
索結果が表示。クリックすると検索結果が選択し
たのに絞り込まれて表示される。

解除する時は「リセット」をクリック
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検索例：発光ダイオードで検索
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検索例：発光ダイオードで検索

項目名

欧文表記
※記入されていない
コンテンツ・項目もある

参考図書のタイトル

項目のURL
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検索例：発光ダイオードで検索

項目名の執筆者
※記入されていない
コンテンツ・項目もある

参考文献
※記入されていない
コンテンツ・項目もある
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本日の演習

3.基本文献を入手する

課題7

課題５で取り上げた2点の参考図書をもとに、下記の条件でテーマに合ってい
る図書を2冊KULINEで検索し、学内所蔵* を確認しなさい。なお、冊子体の
所蔵館が複数ヒットした場合は最上段について答えること。

(A) 参考図書の「項目」に掲載されている参考文献を検索する

(B) 「項目の執筆者」を著者名に指定し、検索する

A, Bいずれの方法で検索したか、解答欄にチェックをつけること

* 学内に所蔵がない図書は対象外とする
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本日の演習

用語の確認

参考図書
百科事典・専門事典等の資料。
本日の演習で使用する。
⇒課題5で解答

参考文献
参考図書の項目に掲載されている
その項目に関する主要な文献
⇒課題7で解答（Aの条件で検索した場合）
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実習のヒント

探している項目が見つからない場合

⇒上位概念、下位概念を利用する。

キーワードを変更する

上位語、下位語で探す。

例 上位語

下位語

関連語
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実習のヒント

使用する参考図書を変更する

同じ分野の上下。事典の種類の上下

歴史学事典

日本歴史大事典

日本百科全書

国史大辞典

例

百科事典

専門事典

歴史事典

日本の歴史事典
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採点の基準

以下のポイントを満たしているかどうかで最初に解答を
ランク分けし、解答内容によって個別に加点または減点する

書誌事項の記載に関する軽微な誤りは不問とする

ポイント1：宿題で設定したキーワードを使ってJapanKnowledgeを検索しているか

ポイント2：課題の指示に従って文献を挙げているか

最も重要視しているのは、解答した参考図書や参考文献に、
どうやってたどり着いたのか
です。



石川淳著『森鴎外』 三笠書房, 
1941年

この条件では見つからない
（＝京都大学に所蔵していない）が、
・タイトル：森鴎外
・著者：石川淳
で検索してみると、、、
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FAQ こんなときには…

石川淳著『森鴎外』 三笠書房, 
1941年
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紙媒体の参考図書リスト
PandAの本日の授業資料のフォルダに附属図書館の参考図書コーナーにある
紙媒体の参考図書のリストをアップロードしています。

筆者や参考文献に関する情報も記載されていますので附属図書館が自由に
利用できるようになりましたらお役立てください。
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質問はZoomのチャット
からお願いします

16:05になったら

課題の提出方法について
説明します


